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光永栓子 (京都大 ･霊長研 ･器官調節)
マカク属であるニホンザル,アカゲザル,カ
ニクイザルの3種はいずれも生殖生理学に於いて
ヒトのモデルとなり得る実験動物として研究され
てきた｡これらは比較的近縁の種であるため,同
一に扱われることが多く,メスの月経周期,性行
動に関する初期の研究ではアカゲザルとカニクイ
ザルのデータがひとつにまとめて分析されている｡
しかし,これら3種はそれぞれ異なる窮境の生息
域を持ち,社会構造,或いはオス開成争の強さに
多少なりとも違いがあることから,メ不の繁殖特
性も種によって異なることが予想される｡本研究
ではまず京都大学盤長類研究所放飼城のニホンザ
ル,アカゲザルの出産間隔を比較し,ニホンザル
の方が平均出産間偏が長く,隔年出産の横向が強
いことを明らかにした｡ニホンザルの第1出座間
隔 (初産と第2産の間隔)は758.5日.それ以降
の出産間隔は588.5日であり,アカゲザルではそ
れぞれ540.6日,419.2日であった｡初産した翌
年に続けて出産する率は.ニホンザルで7%,ア
カゲザル47.1%,第2産以降の連年出産率は,ニ
ホンザル55.9%,アカゲザル87.0%であった｡上
記全ての結果に於いて差は有意であり,またその
主要因は季節性の強弱であることも明らかにした｡
更に通年繁殖するカニクイザルも対象に加え,仔
の成長速度を性成熟個体体重に対する体盤で比較
したところ.ニホンザルが最も故やかな発育をす
ることが判り.他2種より離乳時期がより遅いた
め,より長い出産間隔を持つことが示唆された｡
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